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「
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」

の
活
動
が
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
て
10
月
1
日
か
ら
10

月
31
日
に
か
け
て
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

こ
の
活
動
は

①
地
域
の
方
々
・
行
政
機
関
の

関
係
者
の
方
々
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
内
容

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
。

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
未

介
入
の
高
齢
者
に
対
し
、
入

会
を
勧
誘
す
る
。

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
昭

和
50
年
「
高
齢
者
事
業
団
」
と
し

て
発
足
し
、
そ
の
後
日
本
各
地
に

広
が
り
名
称
を
「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
」
と
統
一
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
当
時
の
セ
ン
タ
ー
の
役
割

は
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
に
就
業

の
機
会
を
紹
介
す
る
事
で
し
た
が
、

そ
の
後
約
50
年
弱
の
月
日
が
経
過

し
、
セ
ン
タ
ー
の
役
割
も
又
、
セ

ン
タ
ー
へ
の
周
囲
の
期
待
す
る
事

柄
も
徐
々
に
変
化
し
て
き
て
い
る

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
社
会
情
勢

も
変
化
し
70
歳
ま
で
企
業
に
勤
め

る
状
況
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

当
然
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
加
入
年
齢
も
高
齢
化
し
て
お

り
ま
す
。

現
在
の
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員
数
が

１
０
０
０
名
〜
１
１
０
０
名
で
推

移
し
、
平
均
年
齢
も
74
歳
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
高
い
年

齢
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

あ
る
雑
誌
に
「
元
気
で
幸
せ
な

老
後
を
送
る
た
め
に
は
、
3
つ
の

必
要
な
も
の
が
あ
る
。」

1
つ
目
は
健
康
、
2
つ
目
は
社

会
と
の
つ
な
が
り
、
3
つ
目
は
お

金
を
そ
こ
そ
こ
稼
げ
る
こ
と
、
と

の
事
で
す
。

定
年
後
、
本
格
的
に
働
く
の
は

難
し
い
け
れ
ど
何
も
し
な
い
で
家

に
い
る
よ
り
は
、
地
域
の
た
め
に

な
り
、
少
し
お
金
も
得
ら
れ
る
な

ら
あ
り
が
た
い
。
そ
ん
な
働
き
方

が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

可
能
と
考
え
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
０
年

度
よ
り
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

に
対
し
「
フ
レ
イ
ル
検
診
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
と

は
「
虚
弱
」
を
意
味
し
、
体
や
こ

こ
ろ
の
機
能
の
低
下
に
よ
っ
て
要

介
護
に
陥
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て

い
る
状
態
を
言
い
ま
す
。
つ
ま
り

「
健
康
な
状
態
」
と
「
要
介
護
」

の
中
間
の
状
態
を
「
フ
レ
イ
ル
」

と
呼
び
ま
す
。

当
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
現
在
、
就
業
の
機
会
を

紹
介
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
認
知
症
予
防
の
た
め
の
「
フ

レ
イ
ル
予
防
教
室
」
の
開
催
、
会

員
自
身
の
心
身
機
能
・
体
力
を
知

っ
て
い
た
だ
く
「
心
身
機
能
・
体

力
測
定
会
」
等
を
実
施
し
会
員
の

健
康
増
進
を
ま
た
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
親
睦
会
が
発
足
し
ハ
イ

キ
ン
グ
、
バ
ス
旅
行
な
ど
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
か
ら
有
志

に
よ
る
各
種
の
サ
ー
ク
ル
も
立
ち

上
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
就
業
の
機
会
を
紹
介

す
る
だ
け
で
な
く
、
会
員
の
健
康

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
。
す
な
わ
ち

健
康
な
シ
ニ
ア
を
増
や
す
た
め
の

お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
も
、
ま
た

「
シ
ニ
ア
の
居
場
所
」
と
し
て
も
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
定
年
後
、
な
に
を
し
よ
う

か
？
」
と
考
え
る
人
は
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
の
選

択
肢
の
ひ
と
つ
が
60
歳
以
上
の

「
ち
ょ
こ
っ
と
就
労
」。
余
裕
の
あ

る
時
間
を
使
い
、
社
会
と
自
分
の

た
め
に
、
無
理
な
く
働
け
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
近
所
の
お
仲

間
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入

会
へ
の
声
が
け
を
心
掛
け
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

残
り
の
人
生
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
を
上
手
に
利
用
し
楽
し

く
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

公益社団法人 狭山市シルバー人材センター事業普及啓発促進月間
令和4年10月１日から10月31日

『シルバー人材センターの役割』

副
理
事
長

室
井  

豊



シルバー狭山 第 153号（ 3 ）令和 4 年（ 2022 年 ）9 月 1 日

「シルバー狭山」40周年記念号

令
和
４
年
度
定
時
総
会
が
、
6
月
14

日
（
火
）
午
後
元
気
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

に
於
い
て
、
大
阿
久
理
事
の
司
会
進
行

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
総
会
も

昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
異

例
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

報
告
事
項
・
決
議
事
項
の
議
案
説
明

に
先
立
ち
、
牛
窪
監
事
よ
り
令
和
３
年

度
の
監
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

本
総
会
に
提
出
さ
れ
た
議
事
は

1
、
報
告
事
項

⑴
令
和
３
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ

い
て

⑵
令
和
３
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

⑶
令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

⑷
令
和
４
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

２
、
決
議
事
項

⑴
令
和
３
年
度
決
算
に
つ
い
て

⑵
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

以
上
に
つ
い
て
、
議
長
、
清
原
理
事

長
の
も
と
、
神
山
事
務
局
長
、
山
本 

理
事
か
ら
詳
細
な
説
明
が
有
り
、 

採
決

の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、

定
時
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

第
１
回
理
事
会　

４
月
19
日
（
火
）

◎
議
題

⑴
正
会
員
の
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

⑵
特
別
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

⑶
未
回
収
金
の
処
理
に
つ
い
て

⑷
令
和
３
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ

い
て

⑸
公
益
社
団
法
人
狭
山
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
自
動
車
使
用
規
定

の
一
部
改
正
す
る
規
定
（
案
）

⑹
そ
の
他

◎
報
告

⑴
会
員
の
３
月
入
会
承
認
結
果
に
つ

い
て

⑵
３
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

⑶
２
月
度
月
次
収
支
報
告
に
つ
い
て

⑷
部
会
報
告

⑸
常
勤
理
事
の
職
務
執
行
状
況
報
告

⑹
令
和
4
年
度
市
道
ク
リ
ー
ン
作
戦

に
つ
い
て

⑺
そ
の
他

議
題
に
つ
い
て
は
、
全
て
承
認
。

第
2
回
理
事
会　

5
月
11
日
（
水
）

◎
議
題

⑴
役
員
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て

⑵
令
和
3
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

⑶
令
和
3
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

⑷
令
和
3
年
度
監
査
報
告
に
つ
い
て

⑸
令
和
3
年
度
決
算
に
つ
い
て

⑹
令
和
4
年
度
定
時
総
会
に
予
定
さ

れ
る
報
告
及
び
議
案
に
つ
い
て

ア
、
監
査
報
告

　

１
、
令
和
3
年
度
監
査
報
告
に
つ
い
て

イ
、
報
告
事
項

　

１
、
令
和
3
年
度
収
支
補
正
予
算

　
　
　

に
つ
い
て

　

２
、
令
和
3
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

３
、
令
和
4
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

４
、
令
和
4
年
度
予
算
に
つ
い
て

ウ
、
議
案

　

第
１
号
議
案

令
和
3
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

第
２
号
議
案

役
員
選
任
に
つ
い
て

⑺
表
彰
者
の
選
定
に
つ
い
て

⑻
令
和
4
年
度
定
時
総
会
の
役
割
分

担
に
つ
い
て

⑼
そ
の
他

議
題
に
つ
い
て
は
、
全
て
承
認
。

第
3
回
理
事
会　

6
月
14
日
（
火
）

◎
議
題　

３
役
の
選
定
に
つ
い
て

議
題
は
承
認
。

第
4
回
理
事
会　

6
月
21
日
（
火
）

◎
議
題

⑴
正
会
員
の
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

⑵
令
和
4
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て

⑶
６
月
支
給
に
係
わ
る
期
末
手
当
の

支
給
率
に
つ
い
て

⑷
理
事
・
監
事
の
会
員
就
業
に
つ
い
て

⑸
そ
の
他

◎
報
告

⑴
５
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

⑵
５
月
度
月
次
収
支
報
告
に
つ
い
て

⑶
部
会
報
告

⑷
廃
棄
文
書
に
つ
い
て

⑸
そ
の
他

議
題
に
つ
い
て
は
、
全
て
承
認
。

定時総会の風景定時総会時に行った
新任理事・重任理事による理事会の風景

令
和
４
年
度

 

定
時
総
会

理
事
会
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新
理
事
挨
拶 

こ
の
度
、
理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
狭
山
市
役
所
福
祉
部
の
吉
﨑
と
申
し

ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
の
生
き
が
い
充
実
を
目
指
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

6
月
の
総
会
に
て
入
間
川
西
地
区
担

当
の
理
事
に
な
り
ま
し
た
小
沢
で
す
。

シ
ル
バ
ー
で
の
活
動
経
験
浅
い
私
で

す
が
、
会
員
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援

の
下
、
微
力
な
が
ら
よ
り
良
い
シ
ル
バ

ー
事
業
の
た
め
活
動
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
理
事
を
拝
命
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
事
務
局
諸
先
輩
方
の
ご

教
授
を
賜
り
、
又
会
員
の
皆
様
の
ご
意

見
を
賜
り
な
が
ら
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
努
め
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
理
事
と
い
う
大
任
を
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

未
だ
、
仕
事
の
内
容
を
充
分
理
解
で

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
諸
先
輩
の
ご
指
導

を
い
た
だ
い
て
、
皆
様
に
役
立
つ
よ
う

職
務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
22
年
に
会
員
に
な
っ
て
か
ら
10

年
余
、
こ
の
度
、
理
事
と
い
う
大
役
の

推
薦
を
頂
き
ま
し
た
が
、
務
ま
る
か
心

配
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
お
力
添
え
を
得
な
が
ら
、
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

令
和
4
年
度
総
会
に
て
理
事
を
拝
命

致
し
ま
し
た
宮
澤
で
ご
ざ
い
ま
す
。  

自
分
に
何
が
出
来
る
の
か
自
問
自
答

の
日
々
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
女
性
目

線
で
し
か
気
づ
か
な
い
事
が
多
々
有
る

と
思
い
、
よ
り
良
い
職
場
環
境
に
成
る

可べ

く
尽
力
致
し
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

諸
先
輩
方
の
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

現
役
時
代
は
主
に
高
齢
者
福
祉
・
介

護
の
分
野
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
し

た
。監

事
に
は
、
組
織
運
営
を
客
観
視
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
難
し
い
立
場
で
す

が
、
役
員
の
一
員
と
し
て
微
力
な
が
ら

も
お
役
に
た
て
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理
事 

湯
浅　

宗
彦 

理
事 

丸
山　

重
雄

理
事 

五
十
嵐
則
之 

理
事 

大
阿
久
芳
胤

理
事 

新
井
き
よ
子 

監
事 

牛
窪　

忠
洋※◎部会長　◯副部会長

理

事

長

副
理
事
長

　
理

事

〃〃〃〃〃〃〃〃〃

監

事

〃

清

原

英

雄 

室

井
　

豊 

神

山

孝

之 

吉

㟢
　

篤

中

谷

勝

己

小

沢

万

司

山　

本　

八
四
郎

神

岡

守

忠

宮

澤

弘

子

兼

平

春

雄

小

口

辰

夫

近

藤

俊

則

土

田
　

盈

岩

田

光

伸

三
ツ
木　

正　

幸

常
務
理
事

兼
事
務
局
長

新
理
事吉

㟢  

篤

新
理
事小沢 

万
司

新
理
事神岡 

守
忠

新
理
事宮澤 

弘
子

新
理
事土

田  

盈

新
理
事中谷 

勝
己

新
監
事

三
ツ
木 

正
幸

部会 構成員

総務
財政

◎中谷勝己　○小沢万司
清原英雄　室井 豊　神山孝之

就業 ◎神岡守忠　○山本八四郎
宮澤弘子　室井 豊　神山孝之

安全 ◎小口辰夫　○兼平春雄
室井 豊　神山孝之

広報 ◎近藤俊則　○土田 盈
室井 豊　神山孝之　

令和4年度 部会名簿一覧表

新
理
事
・
監
事
紹
介

退
任
理
事
・
監
事
紹
介

シルバー人材センター運営に携わる役員一覧表シルバー人材センター運営に携わる役員一覧表
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6
月
4
日
（
土
）、
5
日
（
日
）
は
、

地
区
委
員
長
と
し
て
最
後
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
と
な
っ
た
。
直
近
で
は
コ
ロ
ナ
禍

の
為
、
変
則
的
な
実
施
と
な
り
、
今
回

の
実
施
に
当
た
り
色
々
と
考
え
て
み
た
。

先
づ
、
参
加
者
が
従
来
通
り
参
加
し

て
く
れ
る
の
か
を
心
配
し
た
。
参
加
者

が
少
数
の
場
合
、
2
日
間
で
目
的
が
達

成
出
来
る
か
？

作
業
と
し
て
「
草
取
り
と
袋
詰
め
・

掃
除
」
に
分
け
て
考
え
て
み
た
。
例
年

草
取
り
に
対
し
、
回
収
・
掃
除
が
遅
れ

る
。
こ
れ
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

ど
う
す
る
か
。
草
取
者
に
対
し
て
回

収
・
掃
除
の
容
易
化
を
お
願
い
す
る
。

①
草
取
り
時
土
を
払
う
。

②
草
を
ま
と
め
て
置
く
。

③
草
の
置
き
場
を
少
な
く
す
る
。

結
果
的
に
熊
手
の
み
で
袋
詰
め
を
す
る
。

結
果
と
し
て
、
草
取
り
と
回
収
・
袋

詰
め
を
一
体
化
す
る
。
そ
う
し
て
草
取

り
人
員
を
増
や
す
事
に
な
り
、
作
業
進

行
が
早
く
な
る
の
で
は
な
い
か
！

6
月
3
日
の
午
後
、
当
日
使
用
す
る

ト
ラ
ッ
ク
を
下
見
・
道
具
・
備
品
等
を

確
認
し
た
。

6
月
4
日
朝
6
時
出
発
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
り
替
え
、
集
合
場
所
に
向
か
っ
た
。

未
だ
誰
も
来
て
い
な
い
。
早
速
、
ボ
ト

ル
に
麦
茶
の
用
意
。全
員
集
ま
っ
て
来
た
。

点
呼
、
や
は
り
参
加
人
員
が
1
割
程

少
な
い
。
や
る
し
か
な
い
。

一
般
的
な
注
意
事
項
の
あ
と
、
作
業

の
順
序
・
方
法
を
説
明
し
、
協
力
を
お

願
い
し
た
。

作
業
は
順
調
に
進
ん
だ
。
作
業
途
中

除
草
し
た
草
の
散
ら
か
り
が
見
ら
れ
た

の
で
、
改
め
て
協
力
を
お
願
い
し
た
。

第
1
日
目
は
終
了
。
3
割
程
度
残
っ
て

し
ま
っ
た
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
2
日
目
は
今
日

の
続
き
で
は
な
く
、
別
の
場
所
で
あ
る

事
を
改
め
て
説
明
し
た
。
又
、
3
日
目

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
伝
え
た
。

6
月
5
日
は
皆
さ
ん
の
出
足
が
早
か

っ
た
。
時
間
前
よ
り
作
業
を
開
始
し
た
。

人
員
が
揃
う
迄
進
行
方
向
左
側
へ
の
除

草
を
お
願
い
し
た
。

作
業
は
順
調
に
進
み
10
時
頃
終
了
。

第
1
日
目
の
残
り
の
場
所
に
移
動
し
て

作
業
開
始
。

参
加
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
30
分
の

超
過
が
あ
り
ま
し
た
が
、
予
定
の
場
所

は
全
て
完
了
し
た
。

2
日
共
真
夏
の
様
な
暑
さ
の
中
、
ト
ラ

ブ
ル
も
無
く
無
事
終
了
出
来
た
事
が
何

よ
り
の
喜
び
で
す
。
9
月
の
第
2
回
ク

リ
ー
ン
作
戦
は
、
新
地
区
委
員
長
に
依

る
実
施
と
な
り
ま
す
。
何
事
も
無
く
無

事
に
作
業
が
進
む
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
ヨ
タ
洗
車
Ｇ

 

会
員
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
暑
い
夏

も
過
ぎ
、
よ
う
や
く
過
ご
し
易
い
季
節

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
体
調
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。
体
に
気
を
付
け
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

私
は
今
年
11
月
で
会
員
に
な
り
５
年

に
な
り
ま
す
。
家
内
も
同
時
に
入
会
し

て
、
元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

会
員
に
な
っ
て
直
ぐ
紹
介
さ
れ
た
の

が
今
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
狭
山
台

の
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
新
埼
玉
（
株
）
狭

山
台
店
で
す
。

仕
事
の
内
容
は
点
検
・
整
備
の
後
、

お
客
様
に
お
返
し
す
る
前
に
洗
車
を
し

ま
す
。
濡
れ
た
車
体
の
水
分
を
き
れ
い

に
拭
き
取
り
、
車
内
を
清
掃
し
て
、
タ

イ
ヤ
に
ワ
ッ
ク
ス
を
塗
り
、
ホ
イ
ー
ル

を
み
が
く
の
が
主
な
仕
事
で
す
。
特
に

難
し
い
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何

台
も
重
な
る
と
け
っ
こ
う
大
変
で
す
。

車
の
点
検
整
備
に
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当

す
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
て
、
私
た
ち
の
仕

事
が
終
わ
っ
た
後
に
見
て
頂
く
の
で
す

が
、
か
な
ら
ず
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。」
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う

教
育
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

び
っ
く
り
で
す
。

今
、
シ
ル
バ
ー
か
ら
私
を
含
め
５
人

の
会
員
が
交
代
で
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

皆
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

近
頃
の
車
は
車
体
が
大
き
く
て
、
タ

イ
ヤ
も
重
く
積
み
下
ろ
し
の
手
伝
い
だ

け
で
す
が
、
結
構
大
変
で
す
。
会
員
の

み
ん
な
と
協
力
し
て
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

柏
原
地
区
委
員
長

五
十
嵐 

則
之

入
間
川
東
２
班

村
山 
賢
治

牧野 孝幸

川上 勝正

久保 隆治

中村　稔

作業風景

作業後 作業前

働
く
仲
間

働
く
仲
間

令
和
４
年
度 

第
１
回

市
道
ク
リ
ー
ン
作
戦
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令
和
４
年
度
入
間
川
七
夕
ま
つ
り
が

市
内
七
夕
通
り
等
で
８
月
６
日
（
土
）、

７
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
リ
・
パ
ラ
東
京
大
会
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
３
年
振

り
の
ま
つ
り
と
な
り
、
ま
た
開
催
時
間

の
短
縮
、
出
店
や
花
火
大
会
の
中
止
等
、

例
年
と
は
異
な
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も

七
夕
飾
り
を
出
展
、
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
入
曽
地
区
と
堀
兼
地
区
が
合

同
で
担
当
し
、
計
画
の
立
案
、
飾
り
の

製
作
、
出
展
及
び
撤
収
ま
で
の
作
業
を

各
地
区
班
長
の
御
協
力
に
よ
り
、
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

各
地
区
と
も
七
夕
ま
つ
り
出
展
の
経

験
者
が
皆
無
に
等
し
い
状
況
で
あ
っ
た

た
め
、
他
地
区
の
経
験
者
の
方
か
ら
ご

指
導
を
頂
き
、
苦
労
し
な
が
ら
も
ど
う

に
か
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

七
夕
ま
つ
り
は
、
狭
山
市
の
夏
の
伝

統
行
事
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
出
展
、

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
の

存
在
意
義
を
少
し
で
も
市
民
の
方
々
に

知
っ
て
、
理
解
し
て
頂
く
、
良
い
機
会

で
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

以
上
、
七
夕
ま
つ
り
に
関
す
る
所
見

で
す
。

老
境
に
入
っ
た
。
格
好
良
く
言
え
ば
、

人
生
の
秋
を
迎
え
た
こ
と
だ
。

杜
甫
の
漢
詩｢

曲
行｣
の
人
生
70
古

来
稀
な
り
の
古
希
も
と
っ
く
に
過
ぎ
、

こ
の
原
稿
が
記
事
と
な
る
こ
ろ
は
喜
寿

も
通
り
過
ぎ
て
い
る
。

仏
教
家
に
言
わ
せ
る
と
、
人
生
は
い

つ
の
日
か
二
つ
の
道
の
真
ん
中
に
立
つ

そ
う
だ
。
一
つ
の
道
は
悟
り
の
道
、
も

う
一
つ
の
道
は
ボ
ケ
の
道
。

私
の
こ
れ
ま
で
を
か
え
り
見
れ
ば
、

悟
り
の
道
は
と
て
も
無
理
で
あ
り
、
せ

い
ぜ
い
、
ボ
ケ
の
道
に
踏
み
込
ま
な
い

よ
う
に
、
健
康
に
留
意
し
、
平
凡
で
は

あ
る
が
、
と
み
に
衰
え
た
脚
力
を
維
持

す
る
た
め
に
散
歩
を
励
行
し
て
い
る
。

糖
尿
病
の
た
め
、
自
ら
健
康
に
役
立

つ
と
思
わ
れ
る
26
項
目
の
運
動
を
仕
事

の
な
い
日
に
は
午
前
中
に
約
1
時
間
、

午
後
に
も
約
1
時
間
行
う
。
55
歳
で
糖

尿
病
の
宣
告
を
受
け
た
時
か
ら
続
け
て

い
る
。（
ほ
と
ん
ど
シ
ル
バ
ー
の
フ
レ

イ
ル
運
動
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。）

ま
た
、
わ
が
家
は
昔
か
ら
浄
土
真
宗

の
西
本
願
寺
派
の
檀
家
で
あ
る
が
、
私

自
身
は
無
神
論
者
で
あ
る
。
し
か
し
、

井
上
靖
氏
の
小
説｢

天
平
の
甍い

ら
か｣

を

読
ん
だ
時
に
、 

幾
多
の
困
難
を
乗
越
え

て
、
盲
目
と
な
っ
て
来
日
し
た
鑑
真
和

上
と
い
う
昔
の
偉
い
唐
の
坊
さ
ん
に
引

き
付
け
ら
れ
、
お
か
げ
で
、
以
来
、
仏

説
魔
訶
般
若
心
経
を
唱
え
な
が
ら
、
結け

っ

跏か

跌ふ

座ざ

し
て
座
禅
を
組
ん
で
い
る
。

私
は
、
昭
和
42
年
に
大
学
を
卒
業
し

て
西
友
に
入
社
し
た
。
そ
の
西
友
で
は

が
む
し
ゃ
ら
に
働
い
た
。
昇
進
も
し

た
が
左
遷
も
さ
れ
た
。（
札
幌
で
7
年
、

ま
た
博
多
天
神
で
4
年
の
経
験
が
あ

る
。）
挙
句
の
果
て
に
は
西
友
は
世
界

一
の
流
通
業
に
買
収
さ
れ
、
50
歳
で
在

籍
出
向
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
人
生
は
波

乱
万
丈
で
あ
る
。

61
歳
で
現
役
を
退
き
、
誰
も
が
考
え

る
悠
々
自
適
の
生
活
を
し
よ
う
と
思
っ

た
が
、
世
の
中
そ
う
う
ま
く
は
い
か
な

い
。
5
年
ほ
ど
西
東
京
市
の
田
無
に
オ

ー
プ
ン
し
た
住
居
１
１
１
１
世
帯
と
い

う
巨
大
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
人
と
し
て

勤
め
た
。

そ
の
後
徒と

食し
ょ
く

（
仕
事
を
持
た
ず
暮
ら

す
事
）
し
て
い
た
が
、
一
か
月
も
す
る

と
時
間
や
曜
日
の
感
覚
が
お
か
し
く
な

り
、
シ
ル
バ
ー
の
お
世
話
に
な
る
こ
と

に
し
た
。

シ
ル
バ
ー
で
は
、
今
日
の
6
月
14
日

の
総
会
で
個
人
的
な
理
由
を
持
っ
て
、

理
事
の
任
期
を
終
え
た
。
多
く
の
友
人

が
で
き
、
い
ろ
い
ろ
の
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
高
齢
者
に
優
し
い
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
感
謝
の
言
葉
を

持
っ
て
締
め
と
し
た
。
事
務
局
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
班
長
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

堀
兼
地
区
委
員
長

小
口 

辰
夫

入
曽
地
区
委
員
長

神
岡 

守
忠

入
間
川
西
地
区
１
班

湯
浅 

宗
彦

七夕飾り作成作業 入間川七夕まつり

私

入
間
川
七
夕
ま
つ
り
へ
の
出
展
を
終
え
て
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関
東
地
方
が
梅
雨
入
り
し
た
ば
か
り
の
6

月
8
日
、
曇
天
の
中
バ
ス
旅
に
行
っ
て
来
ま

し
た
。

首
都
圏
外
郭
放
水
路
の
調
圧
水
槽
は
、「
防

災
地
下
神
殿｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

116
段
の
階
段
を
降
り
る
と
、
幅
2
ｍ
×
長

さ
7
ｍ
×
高
さ
18
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱

が
59
本
林
立
し
て
お
り
、“
巨
大
な
異
空
間
”

に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
で
す
。｢

ワ
ァ
ー
す
ご

い
！｣

｢

お
〜
き
い
〜
！｣

と
感
嘆
の
声
し

か
出
な
い
程
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
も
美
味
し
く
頂
き
、
車
中
で
は
、
恒

例
の
バ
ス
旅
ク
イ
ズ
を
し
な
が
ら
次
の
目
的

地
、
牛
久
大
仏
へ
〜
。

遠
く
か
ら
で
も
見
え
る
大
仏
は
、
見
上
げ

る
と
目
が
く
ら
む
様
な
高
さ
120
ｍ
の
青
銅

製｢

阿
弥
陀
大
仏
（
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
）｣

。

エ
レ
ベ
ー
タ
で
地
上
85
ｍ
の
大
仏
様
の
胸
部

展
望
台
ま
で
上
が
り
。
夫
々
、
東
西
南
北
の

窓
か
ら
四
方
を
見
渡
し
感
激
し
ま
し
た
。

首
都
圏
放
水
路
・
牛
久
大
仏
と
世
界
に
誇

る
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
を
堪
能
し
た
充
実
の
一

日
で
し
た
。

｢

道
の
駅
庄
和｣

で
新
鮮
な
野
菜
類
に
魅

了
さ
れ
、｢

守
谷
Ｓ
Ａ｣

で
は
思
い
思
い
沢

山
の
お
土
産
を
手
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
親
睦
会
幹
事

旅行に使用したバス

地下神殿での集合写真

木曽路春日部店で昼食

牛久大仏の前で集合写真

地下神殿入り口 道の駅　庄和

詳細については下記までお問い合わせください

親睦会事務局　小島
電話：04-2935-4312

E-mail：sayama-3@sjc.ne.jp

親睦会員募集中

親
睦
会
活
動
報
告

首
都
圏
外
郭
放
水
路
＆
牛
久
大
仏
を
巡
っ
て
来
ま
し
た
。
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•
シ
ル
バ
ー
狭
山
（
5
月
号
、
９
月
号
、

１
月
号
）
の
表
紙
を
飾
る
写
真
を
提
供

お
願
い
致
し
ま
す
。

•
何
か
面
白
い
お
話
が
有
り
ま
し
た
ら
、

原
稿
6
0
0
〜
7
0
0
字
程
度
の
文

章
を
提
供
お
願
い
致
し
ま
す
。

•
そ
の
他
、
P
R
し
た
い
物
。

　

令
和
4
年
4
月~令

和
4
年
7
月　

　
（
班
）　　
　
（
氏
名
）

・
入
間
川
西
地
区

1　

班　
　

中　

島　

善　

廣

6　

班　
　

岩　

澤　
　
　

忠

8　

班　
　

倉　

地　

一　

實

10　

班　
　

岩　

井　

啓　

子

10　

班　
　

佐　

藤　

敏　

明

10　

班　
　

熊　

野　
　
　

浩

・
入
間
川
東
地
区

3　

班　
　

下　

村　
　
　

強

7　

班　
　

勢　

登　

昭　

男

8　

班　
　

平　

野　

美
恵
子

8　

班　
　

岸　
　
　

謙　

二

10　

班　
　

水　

谷　

省　

二

・
入
曽
地
区

1　

班　
　

中　

村　

利　

男

4　

班　
　

清　

水　

満　

明

7　

班　
　

嶋　

本　

勝　

巳

9　

班　
　

久　

保　
　
　

徹

9　

班　
　

佐　

藤　

雅　

彦

9　

班　
　

栗　

崎　

晴　

子

9　

班　
　

朝　

生　

悦　

子

11　

班　
　

武　

内　

智　

子

12　

班　
　

伊　

藤　
　
　

進

18　

班　
　

橋　

山　

准　

夫

・
堀
兼
地
区

1　

班　
　

佐
々
木　

忠　

徳

1　

班　
　

柴　

田　

千　

尋

1　

班　
　

橋　

本　

芳　

美

4　

班　
　

渡　

辺　

憲　

満 

5　

班　
　

仁　

田　

喜
美
江

6　

班　
　

原　

口　

和　

子

8　

班　
　

津　

村　

つ
や
子

10　

班　
　

小　

島　

眞
理
子

10　

班　
　

原　

田　

美
智
子

11　

班　
　

高　

橋　

佐　

吉

・
奥
富
地
区

6　

班　
　

佐　

藤　
　
　

正

・
柏
原
地
区

3　

班　
　

山　

岸　

治　

雄

6　

班　
　

伊　

佐　

正　

樹

7　

班　
　

大　

平　

勝　

彦

・
水
富
地
区

1　

班　
　

山　

崎　
　
　

浩

2　

班　
　

小　

林　

成　

年

6　

班　
　

島　

崎　

重　

子

8　

班　
　

小
此
木　

万　

積

10　

班　
　

小　

菅　

三　

男

11　

班　
　

野　

津　

雄　

一

13　

班　
　

岩　

間　

利　

夫

13　

班　
　

嶋　

村　

伸　

夫 

13　

班　
　

山　

崎　

崇　

久

・
狭
山
台
地
区

1　

班　
　

鎧　

塚　
　
　

彰

2　

班　
　

菅　

原　

五　

郎

2　

班　
　

土　

田　
　
　

徹

3　

班　
　

為　

藤　
　
　

恵

5　

班　
　

田　

中　

道　

子

地
区
新
委
員
紹
介

・
入
間
川
西
地
区　

中　

村　
　
　

稔

・
入
曽
地
区　
　
　

白　

倉　

国　

男

・
柏
原
地
区　
　
　

田　

中　

忠　

男

地
域
新
班
長
紹
介

・
入
間
川
西
１
班　

中　

村　
　
　

稔

・
入
間
川
西
２
班　

田　

島　

要　

治

・
入
曽
８
班　
　
　

高　

松　
　
　

宏

・
奥
富
３
班　
　
　

加　

藤　

一　

夫

・
柏
原
１
班　
　
　

石　

井　

繁　

雄

・
柏
原
3
班　
　
　

金　

子　

祐　

一

・
柏
原
４
班　
　
　

高　

松　

勇　

夫

・
柏
原
６
班　
　
　

田　

中　

忠　

男

・
水
富
11
班　
　
　

関　
　
　

和　

義

・
水
富
14
班　
　
　

仁　

手　

唯　

男

・
狭
山
台
１
班　
　

本　

多　
　
　

哲

短
　
歌

短
　
歌

俳
　
句

俳
　
句

○
水
富

○
水
富
２２
班　

大
阿
久

班　

大
阿
久  

芳
胤
芳
胤

○○
入
間
川
東

入
間
川
東
３３
班　

近
藤

班　

近
藤  

俊
則
俊
則

○○
伊
藤
伊
藤    

薫薫

シ
ル
バ
ー
は

シ
ル
バ
ー
は

寄
る
辺
な
き
身
の
置
き
所

寄
る
辺
な
き
身
の
置
き
所

班
の
仲
間
と　
　
　

班
の
仲
間
と　
　
　

生
き
が
い
語
る

生
き
が
い
語
る

幸
せ
の
思
い
そ
れ
ぞ
れ

幸
せ
の
思
い
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
も

異
な
る
も

　

働
く
こ
と
で

　

働
く
こ
と
で意

義
を
見
出
す

意
義
を
見
出
す

父
の
日
に

父
の
日
に

花
束
く
れ
し
孫
娘

花
束
く
れ
し
孫
娘

　

思
わ
ず
緩
む

　

思
わ
ず
緩
む頬

と
財
布
の
紐

頬
と
財
布
の
紐

古
漬
け
の
胡
瓜
を

古
漬
け
の
胡
瓜
を

刻
む
妻
の
留
守

刻
む
妻
の
留
守

一
面
に
落
ち
た

一
面
に
落
ち
た
実実みみ

梅梅う
め
う
め

拾
う
朝

拾
う
朝

空
豆
を

空
豆
を
三三みみ

つつ
四四よよ

つ
ま
と
め

つ
ま
と
め

か
き
揚
げ
に

か
き
揚
げ
に

働
け
ど
楽
に
は
な
ら
ぬ

働
け
ど
楽
に
は
な
ら
ぬ

わ
が
暮
ら
し

わ
が
暮
ら
し

個
人
投
資
に

個
人
投
資
に    

回
す
金
な
し

回
す
金
な
し

応募方法

①シルバー人材広報部
　引出しに投函。
②広報部 近藤俊則へ
　連絡。
◦携帯 TEL
　090-2414-7596
◦E-mail
　tk-paceri@ozzio.jp

新
会
員
紹
介

新
会
員
紹
介

この広報は地域班長さんの協力により会員のみなさんに配付されています。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

募
集
の
お
知
ら
せ
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
基
本
理
念

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
基
本
理
念

　
自
主（
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の

　
自
主（
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の

も
の
と
し
て
考
え
ま
す
）

も
の
と
し
て
考
え
ま
す
）

　
自
立（
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
力
で

　
自
立（
セ
ン
タ
ー
を
私
た
ち
の
力
で

育
て
ま
す
）

育
て
ま
す
）

　
共
働（
私
た
ち
会
員
は
共
に

　
共
働（
私
た
ち
会
員
は
共
に

仲
良
く
働
き
ま
す
）

仲
良
く
働
き
ま
す
）

　
共
助（
私
た
ち
会
員
は

　
共
助（
私
た
ち
会
員
は

お
互
い
に
助
け
合
い
ま
す
）

お
互
い
に
助
け
合
い
ま
す
）



シルバー狭山第 153号 令和 4 年（ 2022 年 ）9 月 1 日（ 10 ）

「シルバー狭山」40周年記念号

公
益
社
団
法
人
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
57
年
8
月
に
埼
玉

県
知
事
の
許
可
を
受
け
発
足
以
来
40
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
の
セ
ン

タ
ー
事
業
へ
の
積
極
的
な
ご
支
援
、
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、
事
業
の
遂
行
に
あ
た
り
、

就
業
の
機
会
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
、

狭
山
市
、
民
間
企
業
、
市
民
ご
家
庭
の

皆
様
、
ま
た
、
ご
指
導
ご
支
援
を
い
た

だ
い
た
関
係
行
政
機
関
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

40
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
い
ろ
い

ろ
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
当
セ
ン
タ
ー
も
、
公
共
、
民
間
の

就
業
の
停
止
、
打
ち
切
り
等
に
よ
る
影

響
を
受
け
ま
し
た
。
多
少
で
は
あ
り
ま

す
が
事
業
の
回
復
の
兆
し
も
見
え
て
は

き
て
い
ま
す
が
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
ま
で

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
継
続

し
た
課
題
で
あ
り
ま
す
、
新
規
会
員
の

拡
大
、
就
業
場
所
の
確
保
を
引
き
続
き

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
狭
山
市
の

65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
増
加
し
高

齢
化
率
は
10
年
前
の
平
成
24
年
の
23
％

か
ら
令
和
3
年
は
32
％
と
進
ん
で
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
65
歳
の
定
年
、
70
歳

ま
で
の
就
業
確
保
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
努
力
義
務
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

入
会
年
齢
も
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
社
会
の
今
日
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
向
け
ら
れ
る
地
域
社
会
の

関
心
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
生
き

が
い
・
社
会
参
加
、
健
康
維
持
・
増
進
、

仲
間
づ
く
り
を
目
指
し
て
入
会
し
、
健

康
で
働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
限
り
年

齢
に
か
か
わ
り
な
く
会
員
の
皆
様
は
元

気
に
就
業
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
4
年
3
月
末
現
在
会
員
数
は

１
０
８
１
名
で
す
。

公
益
社
団
法
人
と
な
り
10
年
目
、
そ

し
て
設
立
40
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
地
域
の
日
常

生
活
に
密
着
し
た
公
益
社
団
法
人
と
し

て
活
動
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
原
点
で
あ
る
、
自
主
・
自
立
・
共
働
・

共
助
の
基
本
理
念
の
精
神
を
尊
重
し
、

皆
様
に
愛
さ
れ
、
頼
り
に
さ
れ
、
信
頼

さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目

指
し
て
事
業
の
拡
大
、
発
展
に
努
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

こ
の
度
は
、
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
設
立
40
周
年
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
57
年
8
月
に
社
団
法
人
と
し
て

会
員
に
働
く
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
会
員
の
生
き
が
い
の
充
実
や

生
活
の
安
定
、
ま
た
、
地
域
社
会
の
発

展
や
現
役
世
代
の
下
支
え
な
ど
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、

そ
の
後
平
成
24
年
4
月
に
は
公
益
社
団

法
人
と
し
て
一
層
の
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ

ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
清
原
理
事

長
様
を
始
め
関
係
者
の
方
々
の
ご
尽
力

の
賜
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
の
事
業
に
お
い
て
も
長

年
培
っ
た
経
験
と
知
識
を
存
分
に
発
揮

さ
れ
、
地
域
社
会
に
多
大
な
る
貢
献
を

頂
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
広
報
さ
や
ま
の
発
送
業
務

を
は
じ
め
、
地
方
自
治
法
施
行
令
の
規

定
に
基
づ
い
た
市
発
注
の
各
種
業
務
委

託
に
つ
い
て
、
計
36
の
業
務
を
令
和
3

年
度
に
請
け
負
う
な
ど
、
市
の
業
務
の

一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
狭
山
市
に
お
い
て
も
高
齢
化

が
進
み
、
今
で
は
高
齢
化
率
が
32
％
を

超
え
る
状
況
と
な
り
、
労
働
力
人
口
の

減
少
の
更
な
る
進
行
が
見
込
ま
れ
る
中

で
、
令
和
3
年
4
月
か
ら
改
正
さ
れ
た

高
齢
者
雇
用
安
定
法
に
伴
い
、
70
歳
ま

で
の
就
業
機
会
の
確
保
措
置
を
講
じ
る

こ
と
が
努
力
義
務
と
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
貴
セ

ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
自
主
・

自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の

も
と
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
就
業

機
会
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
よ
り
一
層

ご
尽
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま

す
。結

び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご

発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

設
立
40
周
年
を
迎
え
て

狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立
40
周
年
を
祝
し
て

公
益
社
団
法
人 

狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

理
事
長
　
清
原 

英
雄

狭
山
市
長
　
小
谷
野  

剛狭山市紋章

祝 辞祝 辞

祝 辞祝 辞



シルバー狭山 第 153号（ 11 ）令和 4 年（ 2022 年 ）9 月 1 日

「シルバー狭山」40周年記念号

狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

節
目
の
設
立
40
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
57
年
の
発
足

以
来
、
高
齢
者
の
就
業
を
通
し
た
生
き

が
い
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
、
こ
こ
に
大

き
な
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

清
原
理
事
長
様
を
は
じ
め
歴
代
の
関
係

者
の
方
々
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
狭
山
市
の
高
齢
化
率
は
、
令

和
4
年
4
月
1
日
現
在
約
32
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
狭
山
市
の
高
齢
者
は

元
気
に
多
方
面
で
活
動
す
る
中
で
、
楽

し
め
る
健
康
高
齢
社
会
を
実
現
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
貴
セ
ン
タ
ー
は
、
基
本
理

念
で
あ
る
「
自
主
、
自
立
、
共
働
、
共

助
」
の
も
と
、
会
員
が
長
年
培
っ
て
き

た
経
験
や
能
力
、
知
恵
を
活
か
し
、
各

人
の
希
望
、
知
識
な
ど
に
応
じ
た
仕
事

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
き
が
い
を
持

つ
と
と
も
に
魅
力
と
活
力
あ
る
地
域
社

会
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

こ
の
狭
山
市
が
未
来
に
向
か
っ
て
さ

ら
に
大
き
な
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
も
、

貴
セ
ン
タ
ー
が
今
後
も
中
心
と
な
り
、

高
齢
者
の
就
業
の
機
会
、
生
き
が
い
づ

く
り
に
、
よ
り
一
層
ご
尽
力
い
た
だ
く

こ
と
に
期
待
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。貴

セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
は
、
人

生
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
シ
ル

バ
ー
以
上
の
ま
さ
に
ゴ
ー
ル
ド
の
輝
き

を
放
つ
人
材
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
社
会
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
齢

者
が
就
労
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
人

生
百
年
時
代
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
に
お
い
て
、
地
域
活
動
の
担
い
手

と
な
り
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
る

姿
を
と
も
に
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。結

び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご

発
展
と
関
係
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
設
立
40
周
年
を
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

お
か
れ
ま
し
て
は
昭
和
57
年
に
社
団
法

人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
狭
山
市
高

齢
者
事
業
団
と
し
て
設
立
さ
れ
、
40
年

の
長
き
に
わ
た
る
歴
史
を
築
い
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、「
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
」
の
理
念
の
も
と
、
高
齢
者
の
就

業
を
支
え
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
歴
代
の
理
事
長
を
は
じ
め
役

員
、
会
員
の
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。

さ
て
、
一
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
、
貴
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
大

変
な
御
苦
労
を
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
一
方
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
シ
ニ
ア
が
働
く
こ
と
を
通
じ

て
社
会
参
加
し
、
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
の
実
現
及
び
地
域
社
会
の
福

祉
の
向
上
と
活
性
化
と
い
う
極
め
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
今
後
は

ま
す
ま
す
期
待
が
高
ま
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
会
員
、

役
職
員
の
皆
様
が
一
丸
と
な
っ
た
取
組

に
よ
り
、
よ
り
一
層
の
ご
発
展
を
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
で
あ
る
当
財
団
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
も
柔

軟
に
対
応
し
、
貴
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め

県
内
の
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
に
力

を
注
い
で
参
り
ま
す
。

結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
御
繁
栄
と

会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
と

御
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

設
立
40
周
年
の
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　

設
立
40
周
年
を
迎
え
て

狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

設
立
40
周
年
を
祝
し
て

狭
山
市
議
会
議
長
　
太
田 

博
希

公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
埼
玉 

理
事
長
　
永
沢  

映シルバーイメージキャラクター
「チエブクロー」

祝 辞祝 辞

祝 辞祝 辞



シルバー狭山第 153号 令和 4 年（ 2022 年 ）9 月 1 日（ 12 ）

「シルバー狭山」40周年記念号

１
９
８
２  

８
月 

社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
狭
山
市
高
齢
者
事
業
団
設
立 

 

総
会　

初
代
理
事
長　

町
田
佐
一
就
任

１
９
８
５  

３
月 

事
務
所
移
転

１
９
８
６  

６
月 

第
２
代
理
事
長　

北
田
保
男
就
任

１
９
９
２  
８
月 

設
立
10
周
年

１
９
９
６ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
（
埼
玉
県
）
制
度
開
始

１
９
９
７  

８
月 
設
立
15
周
年

２
０
０
０  

４
月 

介
護
保
険
事
業
開
始

２
０
０
２  

８
月 

設
立
20
周
年

２
０
０
３  

５
月 

第
３
代
理
事
長　

関
口
和
夫
就
任

２
０
０
７  

５
月 

第
４
代
理
事
長　

永
峰
淳
就
任

２
０
０
７  

８
月 

設
立
25
周
年

２
０
１
２  

４
月 

公
益
社
団
法
人
へ
移
行

２
０
１
２  

４
月 

事
務
所
を
現
在
（
２
０
２
２
年
）
の
狭
山
元
気
プ
ラ
ザ
内
に
移
転

２
０
１
２  

８
月 

設
立
30
周
年

２
０
１
３  

４
月 

第
５
代
理
事
長　

池
ノ
谷
一
夫
就
任

２
０
１
５ 

労
働
者
派
遣
事
業
に
本
格
的
に
参
入

２
０
２
０  

４
月 

親
睦
会
活
動
再
開

２
０
２
０  

６
月 

第
６
代
理
事
長　

清
原
英
雄
就
任

２
０
２
２  

８
月 

設
立
40
周
年
を
迎
え
る　

1982 年 シルバー人材センター発足時 1985 年 シルバー人材センター移転 2012 年 シルバー人材センター移転
（2022 年現在の元気プラザ内）

1983 年 12 月 5 日 チャリティーバザー 1984 年 7 月 25 日 刈払機取扱い講習 1985 年 11 月 健康相談（センターにて）

40年の歩みを振り返って

写真で見る歩み



シルバー狭山 第 153号（ 13 ）令和 4 年（ 2022 年 ）9 月 1 日

「シルバー狭山」40周年記念号

1988 年 9 月 新会員研修

1998 年 5 月 10 日 ふれあい広場

1986 年 9 月 6 日 シルバー料理教室

2000 年 介護家事援助サービス会議

2021 年 10 月 6 日 元気プラザ構内除草

1988 年 10 月 班長研修会視察（高崎市 SC）

1999 年 6 月 24 日 全シ協大会（中野サンプラザ）
安全就業優良センター表彰

1996 年 10 月 8 日 ダンスパーティー（狭山市市民総合体育館）

2006 年 入間川七夕まつり

2022 年 2 月 フレイル予防教室

1992 年 6 月 定期総会アトラクション

2000 年度 地域班長会議

1996 年 10 月 親睦旅行（静岡寸又峡）

2019 年 狭山市商工祭

2022 年 4 月 3 日 親睦会散策 天覧山頂上



シルバー狭山第 153号 令和 4 年（ 2022 年 ）9 月 1 日（ 14 ）

「シルバー狭山」40周年記念号

資料で見る40年　会員数の推移（各年度末現在）

資料で見る40年　会員の年齢別構成（5年毎・各年度末現在）

40years 資料

年度 男性 女性 合計
S57 233 102 335 

58 261 124 385 

59 266 124 390 

60 302 130 432 

61 342 158 500 

62 371 175 546 

63 410 200 610 

H元 432 218 650 

2 438 233 671 

3 398 242 640 

年度 64歳以下 65～69歳 70～74歳 75歳以上 合計
S57 160 113 49 13 335

S61 123 188 129 60 500

H3 102 222 183 133 640

H8 205 308 296 221 1,030

H13 303 465 305 226 1,299

H18 246 548 409 195 1,398

H23 176 458 493 250 1,377

H28 47 328 432 360 1,167 

R3 21 152 427 481 1,081

年度 男性 女性 合計
H14 1,002 425 1,427 

15 1,103 455 1,558 

16 1,021 406 1,427 

17 1,018 394 1,412 

18 1,003 395 1,398 

19 997 396 1,393 

20 1,118 442 1,560 

21 1,130 451 1,581 

22 1,087 406 1,493 

23 994 383 1,377 

年度 男性 女性 合計
H4 426 294 720 

5 481 345 826 

6 526 365 891 

7 573 393 966 

8 626 404 1,030 

9 621 374 995 

10 682 391 1,073 

11 767 386 1,153 

12 840 387 1,227 

13 896 403 1,299 

年度 男性 女性 合計
24 956 376 1,332 

25 922 375 1,297 

26 906 360 1,266 

27 902 359 1,261 

28 835 332 1,167 

29 823 331 1,154 

30 835 341 1,176 

R元 839 338 1,177 

2 794 317 1,111 

3 768 313 1,081 

（単位：人）

（単位：人）

人

男性 女性

年度
S57 58 59 60 61 62 63 H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 2 3 

1,600
1,500
1,400
1,300
1,200
1,100
1,000
900
800
700
600
500
400
300
200
100
0

人

年度

0

100

200

300

400

500

600

R3H28H23H18H13H8H3S61 S57 

75歳以上70～ 74歳65～ 69歳64歳以下

減少傾向

75歳以上65〜69歳 70〜75歳



シルバー狭山 第 153号（ 15 ）令和 4 年（ 2022 年 ）9 月 1 日

「シルバー狭山」40周年記念号

資料で見る40年　就業実人員と就業率（各年度末現在）

資料で見る40年　受託件数と契約金額（各年度末現在）

40years 資料

年度 就業実人員（人） 就業率（％）
S57 155 46.3

58 215 55.8

59 241 61.8

60 253 58.6

61 337 67.4

62 354 64.8

63 398 65.2

H元 482 74.2

2 501 74.7

3 508 79.4

年度 受託件数（件）契約金額（百万円）
S57 262 19.2 

58 710 54.5 

59 901 74.0 

60 1,230 109.0 

61 1,472 130.2 

62 1,725 148.7 

63 1,867 165.1 

H元 2,967 181.6 

2 2,405 192.7 

3 2,359 174.9 

年度 就業実人員（人） 就業率（％）
H14 1,053 73.8

15 1,131 72.6

16 1,111 77.9

17 1,118 79.2

18 1,124 80.4

19 1,109 79.6

20 1,171 75.1

21 1,244 78.7

22 1,202 80.5

23 1,098 79.7

年度 受託件数（件）契約金額（百万円）
H14 1,864 449.3 

15 1,910 490.3 

16 1,947 504.6 

17 2,123 525.5 

18 2,256 531.3 

19 2,440 549.3 

20 2,582 546.1 

21 2,612 510.2 

22 2,603 505.1 

23 2,631 475.0 

年度 就業実人員（人） 就業率（％）
H4 576 80.0

5 614 74.3

6 623 69.9

7 707 73.2

8 759 73.7

9 771 77.5

10 859 80.1

11 888 77.0

12 936 76.3

13 995 76.6

年度 受託件数（件）契約金額（百万円）
H4 1,886 177.8 

5 3,502 203.6 

6 3,368 228.1 

7 3,567 249.7 

8 4,336 260.3 

9 1,498 258.9 

10 1,632 301.7 

11 1,764 307.4 

12 1,913 349.4 

13 1,919 400.7 

年度 就業実人員（人） 就業率（％）
24 1,061 79.7

25 1,068 82.3

26 1,007 79.5

27 990 78.5

28 965 82.7

29 983 85.2

30 972 82.7

R元 962 81.7

2 810 72.9

3 867 80.2

年度 受託件数（件）契約金額（百万円）
24 2,656 425.9 

25 2,785 432.3 

26 2,768 417.3 

27 2,645 389.0 

28 2,605 385.9 

29 2,607 403.9 

30 2,615 423.5 

R元 2,539 426.8 

2 2,240 388.4 

3 2,307 402.6 

人％

就業実人員（人）

就業率（％）
1,800

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

年度
S57 58 59 60 61 62 63 H元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 2 3 

契約金額（百万円）
受託件数（件）

件 百万円
6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

600.0

500.0

400.0

300.0

200.0

100.0

0

年度
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セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
お
力
添
い
を
寄

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
機
関
の
皆

様
並
び
に
諸
先
輩
会
員
の
献
身
的
な
ご

支
援
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
課
題
を
資
料

か
ら
見
た
と
き
、
ま
ず
、
会
員
の
減
少

と
高
齢
化
が
見
て
取
れ
ま
す
。

現
在
、
会
員
の
平
均
年
齢
は
74
・
7

歳
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
紙
の
中
に
も
掲
載
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
グ
ラ
フ
を
見
ま
す
と
、
会
員

数
の
推
移
で
は
昭
和
57
年
（
１
９
８
２

年
）
の
設
立
当
初
か
ら
右
肩
上
が
り
で

増
加
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
22
年

（
２
０
１
０
年
）
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に

減
少
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会

員
の
年
齢
構
成
で
は
、
設
立
当
初
は
64

歳
以
下
の
会
員
が
一
番
多
く
を
占
め
、

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
減
少
し
て
い
く

状
況
で
あ
っ
た
も
の
が
、
最
近
で
は
75

歳
以
上
の
会
員
が
一
番
多
く
を
占
め
、

年
齢
が
下
が
る
に
つ
れ
て
減
少
し
て
い

る
と
い
う
当
初
と
真
逆
の
状
態
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
員
減
少
と
高
齢
化
の
要
因
と

し
て
は
、
高
年
齢
者
の
雇
用
の
安
定
に

関
す
る
施
策
と
し
て
取
組
ま
れ
て
い
る

継
続
雇
用
の
義
務
化
な
ど
の
ほ
か
高
齢

者
の
就
業
機
会
の
拡
大
等
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
会
員
拡
大

を
図
る
た
め
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
の
魅
力
を
更
に
高
め
、
男
女

を
問
わ
ず
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

方
々
に
多
様
な
選
択
肢
を
用
意
し
一
人

で
も
多
く
入
会
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

次
に
、
受
託
件
数
と
契
約
金
額
の
推

移
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る

減
少
は
あ
る
も
の
の
近
年
は
停
滞
傾
向

に
あ
り
、
以
前
の
よ
う
な
右
肩
上
が
り

の
状
況
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
数
の
減
少
に
よ
る
就
業
者
数
の
減

少
か
ら
必
然
的
に
受
託
件
数
や
契
約
金

額
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も

そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
は
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
会
員
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
魅
力
の
あ
る
就
業
内
容
を
開
拓
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
今
日
的

課
題
で
あ
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対

応
で
す
が
、
令
和
5
年
10
月
か
ら
消
費

税
の
仕
入
れ
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て

「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
」（
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
）
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
た
場

合
、
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
基
本
的
に
免

税
事
業
者
で
あ
る
た
め
イ
ン
ボ
イ
ス
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
セ
ン
タ
ー

で
は
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な
り
、

新
た
な
税
負
担
が
発
生
し
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
で
は
税
負
担
の
財
源
が
無
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
か
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
対
応
策
と
し
て
は
、
料
金
を
値
上

げ
し
て
発
注
者
に
負
担
し
て
も
ら
う
か
、

会
員
の
配
分
金
を
引
き
下
げ
る
か
、
ま

た
は
、
両
者
を
組
合
わ
せ
て
財
源
を
確

保
す
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
働
き
が
い
、

生
き
が
い
の
充
実
を
目
指
し
、
総
会
及

び
理
事
会
の
も
と
事
務
局
と
い
た
し
ま

し
て
も
「
会
員
の
た
め
の
事
務
局
」
と

し
て
よ
り
良
い
運
営
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

結
び
に
会
員
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
事
務
局
に

対
す
る
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
設
立
40
周
年
に
当
た
り
職
員
を

代
表
し
て
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

設
立
設
立
4040
周
年
記
念

周
年
記
念  

編
集
後
記

編
集
後
記

昨
年
の
12
月
頃
、「
設
立
40
周
年
記

念
」
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
当
初
、
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
小
冊

子
を
纏
め
る
等
の
話
で
し
た
。
そ
の
後
、

あ
ま
り
大
げ
さ
に
せ
ず
、
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
る
と
の
意
見
が
主
流
と
な
り
、

広
報
部
会
で
と
り
ま
と
め
を
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

私
は
会
員
に
な
っ
て
5
年
、
広
報
部
会

員
に
な
っ
て
3
年
目
。
1
年
目
は
右
往
左

往
し
て
お
り
、
実
質
活
動
は
丸
1
年
。
シ

ル
バ
ー
狭
山
設
立
の
歴
史
な
ど
全
く
判
ら

ず
、
設
立
30
周
年
迄
の
膨
大
な
資
料
を

見
せ
ら
れ
た
時
は
呆
然
と
し
ま
し
た
。

1
か
月
程
、
ど
の
様
に
纏
め
る
か
思

い
を
巡
ら
し
て
お
り
ま
し
た
。
部
会
の

中
で
も
議
論
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

自
分
達
が
消
化
・
理
解
で
き
る
様
な
纏

め
方
を
す
る
事
に
決
め
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
理
事
長
、
狭
山
市
市

長
等
の
祝
辞
の
他
、
①
簡
単
な
年
表
を

作
ろ
う
。
②
活
動
が
ど
の
様
に
行
わ
れ

て
き
た
か
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
写

真
を
並
べ
て
み
よ
う
。
③
こ
れ
ま
で
の
手

持
ち
の
デ
ー
タ
を
有
効
活
用
し
、
何
が

問
題
で
何
が
課
題
か
を
明
確
に
し
ょ
う
。

と
の
3
つ
着
目
点
で
編
集
を
行
い
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
シ
ル
バ
ー
狭
山
１
５

３
号
（
設
立
40
周
年
記
念
号
）
は
、
誰

も
が
抵
抗
無
く
見
ら
れ
る
物
に
仕
上

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
重
に
関
連
各

位
の
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
致
し

ま
す
。 

広
報
部
会

セ
ン
タ
ー
設
立
40
周
年
、

資
料
か
ら
言
え
る
事
、
今
後
の
課
題
と
対
応

狭
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

事
務
局
長
　
神
山 

孝
之


